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令和６年第２回美浜町議会定例会 

 

（令和６年６月３日開議） 

 

町長あいさつ（提案理由の説明） 

 

 令和６年第２回美浜町議会定例会の開会にあたり、議員各位には、お忙しい中お繰

り合わせご出席いただき厚く御礼を申し上げます。 

それでは、町政諸般のご報告を申し述べますとともに、今回ご提案いたします議案

等の概要についてご説明申し上げます。 

 

初めに、本年春の叙勲におきまして、金田英男氏が長年にわたる消防業務の功績が

高く評価され瑞宝双光章を、また、田邉義郎氏が長年にわたるローイング競技力の向

上と普及拡大の功績が高く評価され旭日単光章を受章されました。 

この栄誉を心からお祝い申し上げますとともに、これまでのご功績に対し、深甚な

る敬意と感謝を申し上げ、一層のご活躍をご祈念する次第であります。 

 

次に、北陸新幹線敦賀開業にかかる観光入込状況等について申し上げます。 

 

３月１６日に長年の悲願、北陸新幹線敦賀開業が実現し、川畑議長とともに敦賀駅

や福井駅で開催された開業式典に出席させていただきました。当日は、待ち望んでい

た多くの県民や関係者の皆様と喜びを分かち合うとともに、新幹線時代の幕開けを迎

え、地域づくりに向けて決意を新たにしたところです。 

開業から２か月余りが経過したわけですが、県内はもとより敦賀を中心に三方五湖

一帯は、テレビや雑誌、ＳＮＳで取り上げられることが多く、注目のエリアとして、

多くの観光客が訪れています。 

本町における３月から５月までのレインボーラインや道の駅「はまびより」等への

観光入込数は、昨年同時期と比べ５７％増の約３０万５千人、また、ホテルや民宿等

への宿泊者数は、１３％増の約１万人となっており、町の優先施策として進めてきた
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新幹線開業を見据えた施策や地元関係者の皆さんの努力の成果と考えています。 

しかしながら、観光客の動向は施設や時期、曜日により濃淡があり効果も限定的で

あること、経済効果の高い飲食や宿泊を如何に確保するかなど、課題も見えてきてい

ます。 

そのため、町では観光専門事業者による所要の調査を進め、詳細な分析による実情

に即した対応策を適時講じることで、開業効果を持続的かつあまねく享受できるよう

努めてまいります。 

 

次に、人口減少対策について申し上げます。 

 

昨年１２月に国立社会保障・人口問題研究所が公表した日本の地域別将来推計人口

に基づき、人口戦略会議が地方自治体の「持続可能性」について分析した結果が、こ

の４月に公表されました。それによりますと、美浜町は１０年前に示された消滅の可

能性がある自治体から脱却したと分析されています。 

これは、本町が人口減少対策を優先施策の一つと位置づけ、子育て支援や教育環境

の充実、産業振興や雇用対策、若者の定住化促進やにぎわいの創出など、所要の施策

に鋭意取り組んできた結果と受け止めています。 

しかしながら、分析の根拠となる２０代、３０代の女性の転出も多く、人口減少が

進んでいることから、今後とも、第２期美浜創生総合戦略に基づき、社会情勢や地域

課題を把握分析しながら機動的に人口減少対策を進めていく所存であります。 

 

次に、原子力政策について申し上げます。 

 

先般、総合資源エネルギー調査会・基本政策分科会が開催され、次期エネルギー基

本計画の見直しに向けた議論が始まりました。 

この見直しに際し、ＧＸ推進戦略や原子力基本法などＧＸ脱炭素電源法で示された

原子力活用の方針や国の責務を踏まえ、原子力の将来像を明確にするとともに、国の

責務による立地地域の振興や安全安心の最大限の確保について、しっかりと反映して

いただくよう国へ強く働きかけてまいります。 
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また、能登半島地震の惨状を目の当たりにして、避難道路の多重化・強靭化の重要

性を改めて痛感させられました。リスクを受け止め、国策に協力している立地地域の

安全安心の確保は、国の重要な責務であり、かねてより切望してきた新庄・高島間の

道路整備や発電所に至る県道の電柱地中化などの早期実現に向けて、議会とともに強

く要請していく所存であります。 

 

次に、「第３６回美浜・五木ひろしふるさとマラソン」について申し上げます。 

 

今回も多くの皆様のご理解とご協力の下、県内外から１，７２１人の皆さんのご参

加をいただき、本大会を成功裏に開催することが出来ました。 

改めて、五木ひろしさんはじめ、関係各位のご尽力の賜物と心から感謝を申し上げ

るとともに、来年は、是非とも五木さんにご参加いただき、より充実した大会となる

よう準備を進めてまいります。 

 

さて、美浜のまちづくりの方向性と将来像は、「みんなで創
つく

り 絆
つな

ぎ 集
つど

う 美
うま

し美

浜」であり、その源泉は「地域愛」であります。こうした方向性に沿って、町内の

様々な地域や団体による協働のまちづくりが始動しています。 

 

はじめに、「みんなで取り組む環境保全・美化活動」について申し上げます。 

 

町が誇る美しい海浜の環境保全活動、「美しい浜プロジェクト」は、４年目を迎え

ましたが、今年は第１弾として４月に水晶浜で実施いたしました。当日は、参加いた

だいた町民や議員各位、地元企業、応援クルーなど約２百人の皆様の精力的な活動に

より、漂着ごみが散乱する砂浜が見違えるほど美しい浜に蘇りました。 

ご協力いただきました皆さん方に厚く御礼を申し上げます。 

引き続き、第２弾として今週日曜日に「クリーン・ザ・シー・キャンペーン」を

久々子海岸で、第３弾として７月に「スポＧＯＭＩ
ゴ ミ

甲子園」を松原海岸で開催するこ

ととしています。 

こうした活動のほか、三方五湖をはじめとする町の美しい自然景観の保全や、おも
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てなし環境の醸成に向けて、環境美化活動を進めてまいりますので、町民の皆様はじ

め関係者の皆様のご理解とご協力、ご参加をお願い申し上げます。 

 

次に、「みんなで創る憩いの芝生広場」について申し上げます。 

 

本年３月に、総合運動公園と北西郷公民館グラウンドにおいて、憩いの広場をみん

なで創ることを目的として、多くの町民の皆さんの参加をいただき、芝生苗の植え付

け作業を行いました。 

ここは、汗をかかれた皆さんの思い入れ深い広場にもなると考えており、緑の芝生

が拡がる秋頃には、子どもからお年寄りまで多くの方々が集い、笑顔あふれる憩いの

広場として、スポーツやレクリエーションにご利用いただけると思います。 

改めて、ご理解とご協力、ご参加を頂いた皆さんに御礼を申し上げます。 

 

次に、地域愛あふれる活動について申し上げます。 

 

はじめに、長年にわたり山東地区で子どもたちに本の読み聞かせ活動を続けてこら

れた「めめたんごの会」が、この４月に子どもの読書活動優秀実践団体に選ばれ、文

部科学大臣表彰を受賞されました。地域の子どもたちに対する愛情あふれる活動に、

敬意を表するとともに、心より感謝を申し上げる次第であります。 

さて、今年の春は、町内各地で伝統行事や手作りの集落イベントが開催され、町は

にぎわいと活気にあふれました。 

悠久の昔から受け継がれてきた、王の舞や獅子舞、子供歌舞伎などの祭礼神事は、

コロナ禍を経て、５年ぶりに従来の規模に復活し奉納されました。こうした伝統行事

は、人と人との繋がりや、地域への誇り、愛着、地域愛を醸成する拠り所でもあり、

時代の流れを受け止め次世代へ着実に継承しなければならないと考えています。 

また、集落では、菅浜わくわく協働体の食堂や活発な地域活動、佐柿区の有志団体

が主催する「２０２４国吉城まつり」が盛大に開催された他、「太田ｅｎｊｏｙ農楽

舎」は、ソバの栽培と地域づくりが評価され「全国そば優良生産表彰」日本蕎麦協会

会長賞を受賞されました。  
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何れも、集落固有の魅力を活かした企画、工夫を凝らした活動であり、地域住民の

強い結束力と地域を想う熱い気持ちと地域愛に感銘を受けました。コロナ禍によるこ

の数年間の空白期により、全国的に伝統行事や地域活動の衰退が懸念される中で、町

内で伝統行事の復活や地域活動が活性化することはとても意義深く、持続可能な集落

づくりという課題に行政はしっかりと向き合っていく必要があると考えています。 

 

次に「地域力が育む防災力」について申し上げます。 

 

災害が頻発する中、全国的に消防団員が減少するなど地域防災体制の維持が大きな

課題となっていますが、美浜消防団は、団員確保や地域防災力の向上に取り組む活動 

が高く評価され、この３月に総務省の「消防団・地域貢献表彰」を受賞いたしました。 

また、美
うま

し野
の

区は、全国でも稀となる新設自治区での消防団の結成と活動が評価さ

れ、３月に日本損害保険協会から小型動力ポンプ付軽積載車が寄贈されました。 

郷市区自主防災会では、他の自治体の範となる優れた地域活動として評価され、こ

のほど「福井県自治会活動功労表彰」の受賞が決定したところであります。 

 心よりお祝いを申し上げるとともに、地域を愛し地域を守る志の高さに、改めて敬

意を表するものであり、誇りに思うところであります。 

これからも、地域防災の要、また模範として一層の活躍を期待するところであり、

町といたしましても集落や自主防災組織と消防団体等とともに、地域防災力の強化に

努めてまいります。 

 

次に、災害の教訓を踏まえた、防災対策の充実・強化について申し上げます。 

 

町では、能登半島地震の教訓を踏まえ、防災計画や津波ハザードマップ、減災マッ

プ等の見直しを図り、住民目線による防災・減災対策の充実強化に努めてまいりま

す。また、この４月に「災害廃棄物等の処理に関する基本協定」を、廃棄物処理大手

の大栄
だいえい

環境
かんきょう

株式会社と締結し、大規模災害時の廃棄物を円滑に処理することで迅速な

復旧復興に資する体制を強化したところであります。 
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次に、にぎわいゾーンにおける交流と未来を担う人づくりについて申し上げます。 

 

この３月に美浜ライオンズクラブから、にぎわいゾーンの一角、美浜駅前に「ＭＩ

ＨＡＭＡ」のモニュメントを寄贈いただきました。町の魅力アップと誘客に大きな役

割を果たすとともに、その裏面「ＡＭＡＨＩＭ
ア マ ァ ハ イ ム

」は、「私たちの愛する家・美浜町」

を意味しており、まちづくりのシンボルとして大きな存在感と意義を感じています。   

改めて、本団体の奉仕活動やご厚志に心より御礼を申し上げます。 

にぎわいゾーンの核、道の駅「はまびより」は、昨年６月２日にオープンし、１年

が経過した訳ですが、来場者は４５万人を超え、にぎわいの創出に大きな役割を担う

施設となっています。 

昨日までの２日間、美浜の食をＰＲする開業１周年記念イベントが開催され、へし

こや地酒をはじめとした美浜の「おいしい」を集めた試食・販売が行われるなど、多

くの来場者でにぎわいました。 

引き続き、この施設が、人と人との交流拠点となり、美浜の「人・食・見どころ」

といった「美し美浜」を堪能できる拠点として利活用が進むよう、関係者と連携しな

がら取り組んでまいります。 

４月から、なびあす内の「なびカフェ」において、美方高校生による平日ランチと

休日カフェを開始しています。これは、調理師免許の取得を目指す生徒たちの、調理

のメニューや接客などを学ぶ実践の場として提供するもので、今後は一般を対象に、

カフェなど起業を目指すチャレンジの場にできるよう準備を進めてまいります。 

また、主に中高生を対象に、美浜町出身者や縁のある方を講師に招いて、「シナプ

ス先輩大学」を開講します。講師の成功体験や、外から見た美浜の良さを知る機会を

提供することで、子どもたちの将来の選択肢や可能性を広げるとともに、地元への誇

りと愛着心など地域愛の醸成に繋げてまいります。 

このほか、にぎわいゾーンの一角に、幅広い世代や町内外の人と人を結ぶ交流の拠

点として、（仮称）にぎわい交流センターを整備、来春のオープンを予定しており、

学びによる新たなにぎわい創出と、まちの未来を担う人づくりの環境を整備してまい

ります。 

また、この１０月に、にぎわいゾーンにおいて地域住民や若者世代が企画運営する
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「はまなびフェスタ２０２４」を開催します。今年は、町制７０周年と北陸新幹線開

業の記念事業として全国規模の鯖サミットを誘致、はまなびフェスタとの同時開催に

よる相乗効果により、町内外から多くの集客を図り、広く美浜町をＰＲ、交流人口の

拡大とにぎわいの創出に努めてまいります。 

 

次に、「山口良治杯少年ラグビー大会」について申し上げます。 

 

８月２５日に、町の総合運動公園で、関西地方を中心とする小学生３２チームが集

い、山口良治杯少年ラグビー大会が開催されます。本大会は県内外から保護者含め、

千人規模の入込があることから、少年ラグビーの更なる普及発展はもとより、町の魅

力を存分に堪能できる「おもてなし」の提供による美浜のファンの獲得と交流人口の

持続的な拡大につなげていきたいと考えています。 

 

さて、本日ご提案いたしました各議案につきまして、その概要と提案理由をご説明

申し上げます。 

 

議案第３６号及び３７号につきましては、地方税法等の一部を改正する法律等が３

月３０日に公布され、４月１日に施行されることに伴い、美浜町税条例及び美浜町国

民健康保険税条例の一部を改正する必要が生じましたが、議会を招集する時間的余裕

がなかったため、３月３０日に専決処分いたしましたので、これを報告し、議会の承

認を求めるものであります。 

 

議案第３８号 美浜町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等

に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

きましては、法律の一部を改正する法律等が５月２７日に施行されることに伴い、同

条例の一部を改正する必要が生じましたが、議会を招集する時間的余裕がなかったた

め、５月２２日に専決処分いたしましたので、これを報告し、議会の承認を求めるも

のであります。 

 

議案第３９号 令和６年度美浜町一般会計補正予算（第１号）につきましては、歳
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入歳出それぞれ１４億５，９７６万３千円を追加し、予算総額を 

９１億４，４１８万３千円とするものであります。 

 

今回の補正予算の内容といたしましては、町振興計画の将来像「みんなで 創り 絆

ぎ 集う 美し美浜」の実現に向けた予算として、優先施策を中心に事業実施の効果が

高い政策的事業予算を計上し、まちづくりを機動的に進めていくものであります。 

あわせて、当初予算編成時以降に採択を受けた国、県の補助事業や、計画的あるい

は緊急性を要する公共施設や道路等の維持補修費など、現時点において措置する必要

がある事務事業を厳選し、追加計上いたしました。 

 

歳出予算の主な内容を申し上げますと、総務費では、第２期役場庁舎改修事業や庁

内ＤＸ推進に係る経費、また、幅広い世代等の交流拠点となる、（仮称）にぎわい交

流センターの整備費用などで、７億８，６７５万１千円を計上いたしました。 

民生費では、「はあとぴあ」の照明ＬＥＤ化に係る経費のほか、非課税世帯等の負

担軽減を図るための経費、敬老会の開催経費などで、５，４３４万９千円を計上いた

しました。 

衛生費では、高齢者の新型コロナウイルスワクチンの接種助成費用などで、 

３，０３１万１千円を計上いたしました。 

農林水産業費では、農業用排水路等機能改善対策経費のほか、林道の保全経費、町

管理漁港施設の維持管理経費などで、１億４，４０３万円を計上いたしました。 

商工費では、美浜町レイクセンターの運営経費などで、３，９２９万１千円を計上

いたしました。 

土木費では、町道駅前線第２工区の用地買収及び物件補償に係る経費のほか、町道

の改良・維持補修経費などで、２億７，００１万５千円を計上いたしました。 

消防費では、地域防災計画及び津波ハザードマップ見直し業務に係る経費などで、

１，８１９万７千円を計上いたしました。 

教育費では、「なびあす」の照明ＬＥＤ化に係る経費のほか、美浜西小学校グラウ

ンドの整備経費などで、１億１，６５８万９千円を計上いたしました。 
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以上が一般会計補正予算の歳出予算の主なものでありますが、これに見合う主な財

源といたしまして、町税で４億７３８万４千円、国・県支出金で 

５億１，１７６万１千円、基金繰入金で５億３，６６５万５千円などを充当し、収支

の均衡を図った次第であります。 

 

次に、各特別会計の補正予算でありますが、 

議案第４０号 令和６年度美浜町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）に

つきましては、被保険者証の廃止に伴うシステム改修経費として、歳入歳出それぞれ

１１１万５千円を追加し、予算総額を１１億７，２２２万１千円とするものでありま

す。 

 

議案第４１号 令和６年度美浜町住宅団地事業特別会計補正予算（第１号）につき

ましては、美浜西小学校前住宅分譲地の整備に伴い、歳入歳出それぞれ６４万２千円

を追加し、予算総額を２，６４８万４千円とするものであります。 

 

議案第４２号 令和６年度美浜町下水道事業会計補正予算（第１号）につきまして

は、集落排水処理施設の改修経費等で、３，４３９万４千円を追加し、予算総額を 

１５億５４９万５千円とするものであります。 

 

議案第４３号 美浜町一般職の職員の給与に関する条例及び美浜町職員の特殊勤務

手当に関する条例の一部を改正する条例の制定につきましては、職員の適正な処遇の

確保を図るため、国家公務員等の給与制度を踏まえ、一般職の職員の給与の見直しを

行いたく、本案を提出した次第であります。 

 

議案第４４号から議案第４７号までの４議案につきましては、介護保険事業におけ

る指定居宅介護支援等の事業及び指定介護予防支援等の事業、並びに指定地域密着型

サービス等の事業に関する基準等が一部改正されたことに伴い、それぞれの関係規定

等を整備したく、提出した次第であります。 
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議案第４８号 美浜町産業団地事業特別会計減債基金条例を廃止する条例の制定に

つきましては、当該事業基金の処分に伴い、関係条例を廃止したく、本案を提出した

次第であります。 

 

以上、ご提案いたしました議案について、それぞれ概要をご説明申し上げました

が、不備な点等につきましては、その都度、私又は関係者からご説明申し上げますの

で、何卒慎重ご審議の上、妥当なご決議を賜りますようお願い申し上げ、ご挨拶と提

案理由の説明とさせていただきます。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 


